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　精神疾患を罹患することにより、音楽のメロディーやリズム、和声などを知
覚・生成する脳の音楽機能は、どのように変化するのだろうか。本稿では、サ
ヴァン症候群・前頭側頭型認知症の精神疾患を罹患して音楽機能が亢進する
事例、及び、うつ病・統合失調症を罹患して音楽機能が低下する事例を取り上
げ、精神疾患の病態と音楽機能の関係性について概説する。さらに、現状にお
ける研究の限界と課題を指摘し、精神疾患患者に対する科学的エビデンスに
基づいた音楽療法分野の開拓に向け、精神医学分野における音楽神経科学研
究の発展可能性について述べる。
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　　How human musical function in the brain (perception and production of melody, 
rhythm, and harmony) is affected by mental disorders? In this paper, we review the 
previous studies on musical function in people with mental disorders such as savant 
syndrome, frontotemporal dementia, major depressive disorder, and schizophrenia. 
We discuss the limitations of the previous studies for further understanding of 
neurological mechanisms underlying the facilitation and deterioration of musical 
function in people after mental disorders. We propose the importance of neuromusic 
(neurosciences and music) research for progress of evidence-based neurological 
music therapy for mental disorders. 

1　はじめに
　音楽を聴き、奏で、楽しむヒトの行為は、古くから人類の生活に深く根ざし、
世界中で普遍的に存在してきた（Conard et al., 2009；Savage et al., 2015）。
恋愛や舞踊、子守唄や癒しのために音楽を用いたり、食事中や作業中に音楽
を聴いたり、音楽コンサートを鑑賞したり、歌ったり楽器を奏でたり、ヒト
は日常生活において様々な形で音楽の喜びを享受している（Zatorre and 
Salimpoor, 2013；Mehr et al., 2018）。
　音楽と医療の関わりは古く、旧約聖書には、紀元前 11 世紀にユダヤの王の
うつ状態を和らげるために、ダビデがハープを演奏したという記載があり、
これが記録上最古の音楽療法とされる（佐藤 , 2011）。音楽療法が特に発展し
たのは第二次世界大戦後であり、主に北米で、戦病兵士の慰問やリハビリテ
ーションに音楽療法が導入された（Sullivan, 2007；坂東 , 2008；佐藤 , 
2011）。1950 年には米国で全米音楽療法協会、1958 年には英国で同協会、
1959 年にはオーストリアで同協会が設立され、日本では 1960 〜 1970 年代か
ら音楽療法に関する活動が始まり、2001 年に日本音楽療法学会が設立された
経緯がある（坂東 , 2008）。
　日本音楽療法学会による「音楽療法（Music Therapy）」の定義は、「音楽の
もつ生理的、心理的、社会的働きを用いて、心身の障害の回復、機能の維持
改善、生活の質の向上、行動の変容などに向けて、音楽を意図的、計画的に
使用すること」である 1）。精神医学分野における音楽療法のニーズは高まっ
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ているが、根拠となる科学的エビデンスが不足していることが現状の大きな
課題である。よって、科学的根拠に基づいた音楽療法（Evidence-Based Music 
Therapy）の発展が希求されている（坂東 , 2008；佐藤 , 2011）。そのような状
況の中、音楽がヒトの脳内でどのように処理されているのか、音楽処理の神
経基盤解明を目指す「音楽神経科学（Neurosciences and Music: NeuroMusic）」
研究分野の発展に注目が集まっている（藤井 , 2018）。音楽神経科学の発展は、
神経科学的根拠に基づいた音楽療法分野（Neurologic Music Therapy）を開拓
する上で重要である（アルテンミューラー、シュラウグ , 2013；Thaut and 
Volker, 2014；Altenmüller and Schlaug, 2015）。
　音楽を構成する要素には、リズム（Rhythm）や拍（Beat）、メロディ（Melody）
や音階（Scale）、和声（Harmony）や音色（Timbre）などの要素がある。本稿で
は、これらの音楽的構成要素を知覚したり生成したりする脳の働きのことを

「音楽機能（Musical Function）」と呼び、ヒトの脳の音楽機能と精神疾患の関
係性について概説する。特に本稿では、サヴァン症候群・前頭側頭型認知症
の精神疾患を罹患して音楽機能が亢進する事例と、うつ病・統合失調症を罹
患して音楽機能が低下する事例を取り上げ、音楽機能と精神疾患の病態との
関係性について考察する。これら音楽機能と精神疾患の病態の関係性を明ら
かにすることは、精神疾患患者に対するエビデンスに基づいた音楽療法分野
の開拓に貢献すると考えられる。本稿の最後には、現状における研究の限界
と課題を指摘し、精神医学分野における音楽神経科学研究の発展可能性につ
いて述べる。

2　�音楽的な才能が突出する症例：サヴァン症候群・前頭側頭
型認知症

　イギリスの脳神経科医オリバー・サックス（Oliver Sacks）は、自身の著書『音
楽嗜好症（musicophilia）』の中で、自閉症スペクトラム障害（Autism Spectrum 
Disorder）や知的障害（Intellectual Disorder）を持つ生徒の例を次のように紹
介している（Sacks, 2010）。「彼は靴紐を結べませんし、3 足す 2 の計算がで
きませんが、ベートーベンの交響曲の楽曲を演奏し、それをどんな調にも移
せます（以下略）」。また別の患者について、「絶対音感をもち、複雑な和音を
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すぐ再現し、数分の長さであれば、聞いたことのないメロディーでも演奏し、
それを難なく移調することができる」と記している。彼らは、「サヴァン症候
群（Savant Syndrome）」という症状を持つ患者で、自閉症スペクトラム障害
や知的障害などにより日常生活には困難が生じるものの、特定の能力が相対
的あるいは絶対的に他と比較し極めて突出している（高畑、加藤 , 2012）。サ
ヴァン症候群は音楽だけでなく、絵画・計算など様々な分野に才能を発揮す
るケースが報告されている。特に音楽機能が突出しているサヴァン症候群を、

「音楽サヴァン（Musical Savant）」と呼ぶ。自閉症スペクトラム障害を持つ患
者は社会適応が苦手であることも症状の一つであるため、音楽トレーニング
の場に通えないケースもある。しかし、トレーニングの有無に関わらず音楽
的才能を発揮するのが、音楽サヴァンの特徴でもある（Heaton et al., 1998；
Heaton and Allen, 2009）。サヴァン症候群は特に、自閉症スペクトラム障害を
持つ患者での発症率が高く、10 人に 1 人がサヴァン症候群を持つとされる

（Treffert, 2014）。サヴァン症候群は能力の個人差が大きく、大多数のサヴァ
ン症候群は、患者個人の持つ知的能力や認知機能と比較した際に、それを上
回る能力を局所的に発揮する「有能力サヴァン（Talented Savant）」である。
一般人口と比較してもその才能が一目瞭然なサバン症候群は「天才的サヴァ
ン（Prodigious Savant）」と呼称され、2009 年時点では世界中で 50 人に満た
ないと報告されていたほど稀なケースである（Treffert, 2009）。サヴァン症候
群のおこるメカニズムは未だ議論の最中であるが、その 1 つとして 「逆説的
機能亢進（Paradoxical Functional Facilitation）」現象が挙げられる。局所的
に脳損傷や機能損失が起きた場合に、その領域の機能を制御していた別の領
域が脱抑制を起こし、機能亢進をするという説である（Kapur, 1996）。特に左
脳の機能抑制による右脳の機能亢進について積極的に議論されており、経頭
蓋磁気刺激（Transcranial Magnetic Stimulation: TMS）を用いて脳内の神経活
動の抑制をすることで検証が行われている（Fecteau et al., 2006；Snyder et 
al., 2006）。例えば、Snyder ら（2006）は、健常者に対して左側頭葉を低周波 

（1Hz）の反復経頭蓋磁気刺激（repetitive TMS）を行い、一時的に神経活動を
抑制することで仮想的にサヴァン様の状態を誘発する実験を行った。その結
果、rTMS 直後に課題の成績が向上し、rTMS 刺激から 1 時間後に再び課題
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を実施すると成績が低下したことが報告された（Snyder et al., 2006）。左側頭
葉はサヴァン症候群の病態に関与する部位として知られており（Hou et al., 
2000）、rTMS によって引き起こされた左側頭葉の一時的な機能抑制が、課題
の結果を向上させた可能性が指摘されている（Snyder et al., 2006）。
　前頭側頭型認知症（Frontotemporal Dementia: FTD）の初期の患者において
も、サヴァン症候群のような症状が報告されている。FTD 患者は、前頭葉及
び側頭葉に局所的な変性が認められ、人格の極端な変化や行動異常を誘発す
る。例えば、左半球の萎縮が有意な FTD の患者で、音楽活動を含めた芸術
的な行為が亢進したという研究がある（Seeley et al., 2008）。別の症例報告で
は、左側頭葉前部に萎縮が認められる楽器の演奏経験がない FTD 患者が、
発症後にサクソフォンを習い始めると、2 ヶ月で馴染みのない曲を演奏できる
ようになり、その後も初見での演奏を容易にするようになったことが報告さ
れている（Cho et al., 2015）。芸術的な才能を開花した FTD においては、左
前頭葉及び側頭葉において萎縮や血流低下が認められるケースが複数存在し、
FTD においても上述したサヴァン症候群と同様機能の脱抑制が起きている可
能性が指摘されている（Miller et al., 1996；Miller et al., 1998）。加えて、音
楽知覚に重要な役割を果たす大脳基底核・小脳・補足運動野の構造は、早期
FTD 患者において維持されるという報告があり（Broe et al., 2003；Kril and 
Halliday 2011）、FTD における代償的な機能補完 / 亢進は、ヒトの音楽処理
プロセスの神経基盤と深く関与している可能性が示唆される。
　一方で、サヴァン症候群に見られる特殊能力は個人差が大きく、逆説的機
能亢進現象だけでは説明できないことも指摘されている（高畑、加藤 , 2012）。
近年の研究では磁気共鳴機能画像法（functional Magnetic Resonance Imaging: 
fMRI）を用いて、脳内の機能的な結合性に着目した研究が進められている。
例えば、自閉症の患者は広域的に脳の機能的結合が低下している一方、前頭
−側頭間で局所的に結合性が亢進しているという報告もあり、脳内情報処理
のネットワークレベルでの機能異常・亢進による症状の表出可能性が検討さ
れている（Just et al., 2004）。
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3　音楽能力が低下する事例―うつ病・統合失調症
　うつ病（Major Depressive Disorder: MDD）は、抑うつ気分・興味意欲の低
下・不安が代表的な症状である。平成 29 年に厚生労働省から発表された患者
調査では、うつ病を含む気分障害を罹患する患者は国内に約 130 万人と報告
されており 2）、国内の罹患者数が 1 番多い精神疾患である。Reker ら（2014）
の研究では、うつ病患者では健常者と比較して、音楽機能が低下しているこ
とが報告されており、特に音楽機能の中でもリズムとメロディーの知覚機能
が低下している可能性が指摘された。一方で興味深い点が、初めて聴くメロ
ディーを比較して識別することはできないが、馴染みのあるメロディーに関
しては識別できたという報告である（Reker et al., 2014）。この報告は、重篤
な精神症状を呈している場合も学習済みの音楽機能は保持されるという
Steinberg ら（1992）の知見と一致している。さらに、先述した FTD の症例で
も、記憶・認知機能が低下した患者が馴染みの音楽に関しては通常の記憶を
保持していたという報告があり（Hailstone et al., 2009）、検査に使用する音刺
激にどれほど馴染みがあるかによって実験結果が左右される可能性が示唆さ
れる。Reker ら（2014）は、ベースライン評価から 30 日後にフォローアップ
評価も行っており、症状の改善に伴い音楽機能が改善し、特にリズム機能が
改善したことを報告している。また、症状の改善が認められた患者とそうで
ない患者を比較した際に、症状改善が認められた患者は音楽機能が改善して
いたが、症状改善が認められない患者は音楽機能が改善しなかったことを報
告している（Reker et al., 2014）。このことから、うつ病の病態生理と音楽機
能の間には、密接な関連性があることが示唆されるものの、その詳細につい
てはまだ不明な点が残されている。例えば、うつ病の罹患は音楽機能の全て
に関連するのか、それともリズムなどの音楽機能の一部に関連するのか、また、
うつ病の発病の過程で生じた機能低下なのか、あるいは投薬に伴う機能低下
な の か に つ い て は 不 明 で あ る（Steinberg and Raith, 1985；Marvel and 
Paradiso, 2004）。
　統合失調症は、うつ病に次いで国内で 2 番目に患者数が多い精神疾患であ
り、約 80 万人が罹患している 2）。統合失調症の代表的な症状は 3 つあり、陽
性症状（幻覚、妄想など）、陰性症状（意欲減退、感情の平坦化など）、認知機
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能障害が挙げられる。うつ病患者に関する報告と比較すると文献数は多いも
のの、依然として統合失調症と音楽機能の関連性を検討した論文は少ない。
Hatada ら（2014）の研究では、統合失調症患者は健常者と比較し、音楽のメ
ロディーやリズムの知覚機能が低かったことが報告されている。別の研究で
は、統合失調症患者は和音知覚（メジャー和音とマイナー和音の識別）に異常
があったことが報告されている（Abe et al., 2017；Wu et al., 2013）。また、
統合失調症患者は、健常者と比較して、失音楽症（Amusia）3）である確率が高
かったことが報告されている（Kantrowitz et al., 2014；Hatada et al., 2014）。
Kantrowitz ら（2014）は、統合失調症かつ失音楽症の人々と統合失調症でな
い失音楽症の人々の認知機能を比較し、統合失調症患者でのみ認知機能の低
下が認められたことを報告した。この結果は、失音楽症であることが、必ず
しも認知機能の低下を伴うわけではないことを示唆している。一方で、統合
失調症患者の音楽機能の低下は、統合失調症の主症状である認知機能障害に
起因するという考えがある（Wen et al., 2014）。今後の研究において、統合失
調症の病態生理、認知機能、音楽機能の三要素間にどのような関係性がある
のか、さらなる検討が必要である。またこれまでに、統合失調症患者の音楽
機能低下について、皮質厚（Fujito et al., 2018）や脳波（Wu et al., 2013）を用
いた神経科学的検討が行われてきたが、投薬の影響や参加者の人口動態のば
らつき、そして統合失調症の病態に関する神経科学的指標の多様さによって、
一貫性のある所見は得られていない。

4　精神医学分野における音楽神経科学の発展可能性
　ここで、上記に概説した先行研究における限界や課題を以下にまとめ、精
神医学分野における音楽神経科学研究の発展可能性について考察する。
　第一に、精神疾患の罹患に伴い、音楽機能の全てが低下するのか、それと
もある一部の音楽機能が低下するのかについて、さらなる検討が必要である。
例えば、統合失調症患者を対象とした先行研究の多くでは、音楽機能を評価
する手法として、モントリオール式失音楽症評価テスト（Montreal Battery of 
Evaluation of Amusia: MBEA）が 用 い ら れ て き た（Peretz et al., 2003）。
MBEA では、音の高低のパターン（メロディー）や音の時間間隔のパターン（リ
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ズム）など、音楽の各要素を変化させた音を実験刺激として使用し、それらの
聴覚刺激の違いをどれくらい精確に聴き取れるかを検査する。具体的には、2
種類の聴覚刺激を聴き比べ、両刺激が同じ、あるいは違うメロディー／リズ
ムかを知覚判断する課題である。MBEA により、メロディーやリズムの知覚
判断の精確さの個人差を評価できるが、MBEA にはいくつかの問題点がある。
まず、音楽を脳内で処理するプロセスには、音を聴いて知覚するプロセスだ
けでなく、身体運動によって音を生成するプロセスもある（Griffiths, 2008；
Loui et al., 2008）。しかし、MBEA はこの知覚・生成するプロセスのうち、
音を知覚するプロセスのみしか評価できないという問題がある。また、
MBEA のリズムテストに使用される聴覚刺激には、ピッチ変化が含まれてお
り、ピッチ知覚が苦手な場合には、リズムテストであるにもかかわらず誤答
率が高まる可能性が指摘されている（Foxton et al., 2006）。したがって、メロ
ディとリズムの各音楽要素の知覚機能と生成機能を分離して評価することが
MBEA では困難である。これら MBEA が抱える課題を解決するために、ハ
ーバードビート評 価テスト（Harvard Beat Assessment Test: H-BAT）や
BAASTA（Battery for the Assessment of Auditory Sensorimotor and Timing 
Abilities）など、様々な音楽機能評価テストが近年開発されている（Fujii and  
Schlaug, 2013；Dalla Bella et al., 2017）。これらの音楽機能評価テストを用
いて、神経疾患患者の音楽機能を評価する研究が今後重要になると考える。
　第二に、精神疾患の発病前から生得的に音楽機能が低いのか、それとも発
病後に音楽機能が低下するのかについて、さらなる検討が必要である。先行
研究の多くは、精神疾患の発病前後での音楽機能を比較していないため、発
病前から先天的に音楽機能の低い個人が統合失調症やうつ病を罹患しやすい
のか、それとも、精神疾患を発病したことに伴い後天的に音楽機能が低下す
るのか不明である。この課題を検討するには、発病リスクの高い患者予備群

（Ultra High Risk: UHR）に対して縦断的に音楽機能評価を行い、患者の音楽
機能の遷移を明らかにすることが一つのアプローチであろう。
　第三に、精神疾患患者の薬剤反応性やサブタイプによって音楽機能に違いが
あるのか、さらなる検討が必要である。うつ病や統合失調症患者は、薬剤反応
性に個人差があり、投薬が奏功しない治療抵抗性のある患者群が一定数存在す
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る（Fava and Davidson, 1996；Kane, 2012）。投薬が奏功しない治療抵抗性患者
群は、投薬効果のある治療反応性の患者群とは異なる病態生理や神経機序を有
する可能性が指摘されている（Demjaha et al., 2014；Nakajima et al., 2015；
Tarumi et al., 2019）。しかしながら、精神疾患患者の薬剤反応性と音楽機能に
関する知見は、現在非常に限られている。例えば、治療抵抗性統合失調症患者
は、治療反応性統合失調症患者に比べて、音楽和声の知覚機能の低下が示唆さ
れるが（Abe et al., 2017）、和声以外のメロディーやリズムなどの音楽的要素の
知覚生成について、薬剤反応性による違いがあるか不明である。今後、患者の
薬剤反応性と音楽機能の間の詳細な関連性が明らかになれば、患者の診断や評
価の一助となる音楽バイオマーカーを提案できる可能性がある。
　第四に、神経疾患に対する音楽療法の効用について、さらに科学的な検証
を行う必要がある。例えば、近年の研究では、ノイズを聴く条件よりもクラ
シックを聴く条件の方が、うつ病患者の脳の報酬系の活動が増大したことが
報告された（Jenkins et al., 2018）。また別の研究では、モーツァルトの楽曲を
1 ヶ月聴取する音楽介入により、統合失調症患者の脳の機能結合性が変化し
たことが報告された（He et al., 2018）。これらの研究は、精神疾患患者に対す
る音楽療法の作用機序を考察する上で一助になると考えられる。今後特に、
うつ病や統合失調症患者の症状の一つである「アンヘドニア（Anhedonia）」
に着目した研究は、重要性を増すと考える。アンヘドニアとは「快楽・喜び
を享受する能力の消失」のことであり、アンヘドニア症状の誘発には、報酬
系関連領域の体積減少やネットワークの活動異常が関連する可能性がある（中
川ら , 2017；Ward et al., 2019）。健常者を対象とした音楽神経科学研究では、
音楽を聴取して強い喜びを感じる際、脳内の報酬系活動が増大することが報
告 さ れ て き た（Blood and Zattore, 2001；Salimpoor et al., 2011；Mas-
Herrero et al., 2013）。特に、Salimpoor ら（2011）は、報酬系の脳血流量増大
に対応して、内因性のドーパミン分泌の増大が認められたことを報告してお
り、音楽介入が薬理介入に代替し得る可能性を示した点で、非常に意義深い。
今後、アンヘドニア症状に対する音楽介入の有効性を科学的に検証するため
に、脳の報酬系に着目して、精神医学分野における音楽神経科学研究を積極
的に推進することが期待される。
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5　おわりに
　本稿では、サヴァン症候群・前頭側頭型認知症、うつ病、統合失調症など
の疾患の例を挙げつつ、精神疾患と音楽機能の間の密接な関係について概説
した。しかしながら、精神科領域における音楽神経科学研究はまだまだ発展
途上である。リズムや拍、メロディや音階、和声や音色などの音楽的要素を
処理する脳の音楽機能は、精神疾患の病態生理、臨床評価尺度、神経科学的
尺度とどのように関連しているのか、さらなる検討が必要である。これら基
礎的な音楽神経科学の充実が、精神疾患を対象とした音楽療法の科学的エビ
デンスを充実させる上で非常に重要であることを再掲し、本稿の結語とする。

注
1） 日本音楽療法学会「音楽療法の定義」https://www.jmta.jp/about/outline.html（2020

年 12 月 10 日アクセス）.
2） 厚生労働省「患者調査」https://www.mhlw.go.jp/toukei/list/10-20.html（2020 年

12 月 7 日アクセス）.
3） 「失音楽症（Amusia）」とは従来、「脳損傷に起因して（後天的に）生じる音楽機能の

損失」を表す言葉であったが、近年の研究により、脳損傷の履歴なしでも音楽機
能の損失が認められるケースが報告され、「先天性失音楽症（Congenital Amusia）」
も含む用語として最近は使用される場合が多い（Peretz and Vuvan, 2017）。Peretz
と Vuvan（2017）によると、先天性失音楽症の罹患率は約 1.5% であり、遺伝的影
響が強いことが示唆されている。
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